
港北地区実行委員会

令和６年度 港北地区

幼保小教育交流事業 活動報告



４月の第１回実行委員会において、今年度の港北地区の

幼保小連携のためのスローガンを検討。

◆コロナ禍後、昨年度から少しずつ再開されてきた

幼保小連携の活動を今年度は更に活発に！

◆子ども・保育者・教師の皆が笑顔で出会い、ふれ合い

ながらつながりを深めていこう！

＜ 港北地区の今年度スローガン ＞

「 笑顔でつながる 出会いでつながる 」



＜港北地区の園・校数＞

◆認定保育所 ： １２４園

◆認可外保育施設 ： ２３園

◆こども園 ： ６園

◆幼稚園 ： １９園

◆小学校 ： ２６校



＜ 令和６年度の活動 ＞
◆４月２２日(月)：第１回実行委員会

・実行委員顔合せ・役割分担・名簿作成・事業計画立案

・港北地区令和６年度 スローガン検討、作成

◆５月２２日(水)：第２回実行委員会

・園長校長会及び総会に向けての打ち合わせ、運営準備

◆６月２７日(木)：園長校長会・総会

・総会・令和５年度の事業及び決算報告・令和６年度の事業計画及び予算案

・基調講演・園長校長の情報共有及び連携打ち合わせ



◆８月２９日(木)：第３回実行委員会

・「健やか子育て講演会」に向けての打ち合わせ、運営準備

◆９月２４日(火)：「健やか子育て講演会」

テーマ「子どもの本音・思いを聴いて大切にする関わり方」

～子どもの自己肯定感を育むコミュニケーション～ 講師：橋口奈生先生

◆１１月１３日(水)：小学校授業参観（Ａ研）

・小学校授業公開及び研究会

◆１１月１９日(火)：第４回実行委員会

・「合同研究会」に向けての打ち合わせ、運営準備



◆１２月１０日(火)：「合同研究会」

・推進地区３年目大曽根地区の発表・総評・情報共有及び連携打ち合わせ

◆１月２９日(水)：小学校授業参観（Ｂ研）

・小学校授業公開及び研究会

◆２月１７日(月)：第５回実行委員会

・令和６年度の活動報告の確認・令和７年度への引継ぎ

◆その他

「公開保育」：個別に実施

「交流活動」：連携したい小学校と保育園や幼稚園が

自由に計画を立て実施



◆日時：６月２７日(木)

１５時３０分～１７時００分

◆会場：港北公会堂ホール

◆参加人数：７２名

園長・校長会（総会）



◆開会の言葉

１，委員長挨拶

２，来賓挨拶

３，令和５年度 事業報告・決算報告

４，令和６年度 事業計画・予算案

◆基調講演

「笑顔でつながる 出会いでつながる」

講師：横浜市子ども青少年局担当課長

田村 憲一様



◆情報共有：小学校を軸に近隣の園が集まり、自己紹介や
情報共有、今年度の交流の方向性や計画について

☆田村課長の基調講演や、今年度の事業計画の説明を受け、各ブロックとも話が盛り上がっ
ていました。

「おもてなし」から「ど

うぞ」へ進めていけるよ
う工夫していきたいです。

（小学校）

直接情共有等がで
きる良い機会に
なっています。

（保育園）

交流の場が本日だけで終
わってしまうのでなく、
継続して話し合える機会
があれば良いと感じます。

（幼稚園）

「今年度、夏休みの園へ

の訪問を考えていたので、
推奨していただいたこと

で園に相談しやすかっ
たです。 （小学校）



保護者・地域と共に学ぶ
「健やか子育て講演会」

『子どもの本音・思いを聴いて大切にする関わり方』
～子どもの自己肯定感を育むコミュニケーションとは～

◆講師：橋口 奈生先生

（一般社団法人 Seeds growth coaching 代表理事）

◆日時：９月２４日(火)１５時３０分～１７時００分

◆会場：港北公会堂ホール

◆参加人数：５３名



☆コミュニケーションの主体は「話す人」ではなく
「聴く人」…子どもの話を本当に聴いていますか？

グループディスカッションを交えながら、傾聴を
テーマにお話いただきました。分かりやすく楽し
かったと好評でした。

聴いているようで
聴いていない、と
いうことはよくあ
るので、見直して

いきたい。

自分の価値観をひとまず
置く、ということが難し
い。そのままを聴く練習
ができたらいいと思う。

きちんと聴くために自分
を整えること、自分の心
にも余裕が必要だと感じ

た。



◆日時：１２月１０日(火)

１５時３０分～１７時００分

◆会場：港北公会堂ホール

◆参加人数：７７名

合同研究会



◆開会の言葉

１，委員長挨拶 ２，来賓紹介

◆推進地区３年目 大曽根地区 発表

「子どもの育ちと学び」の相互理解

育ちの中での経験～学びへの繋がり

発表者 那覇明希教諭（大曽根小） 大曽根小学校・幼稚園１園・保育園１０園

◆総評 講師：横浜市子ども青少年局担当課長

田村 憲一様

◆情報共有：今年度の交流活動や今後の計画について



＜港北地区幼保小教育交流事業
６年度振り返りと７年度に向けて＞

今年度も情報共有の時間を長く確保し、より実践しやすい
よう、ブロック制ではなく小学校を軸にしたグループを自
主的に作り話し合いを進めた。また、推進地区の実践報告
を聞くことで具体的な連携を模索することができた。
幼稚園・保育園の数が多く小学校には負担もあるかと思わ
れる港北区の交流事業だが「『おもてなし』でない『どう
ぞ』の交流」を合言葉に、自然な関わりを目指した。園長
校長会や実行委員会への教職員参加なども進めながら、更
に幼保小の垣根を取り除くことができるよう努力したい。

小学校の先生と話す機会
があまりないので、今回は
情報の共有や連携してやっ
てみたいことの話ができて

よかった。（幼稚園）

発表を聞き、難しく
構えないで身近な取
り組みから始められ

ると感じた。

（小学校）

発表を聞き、現在の取
り組みの参考になった。
学区の校長先生ともお
話しができ、色々と楽
しみが広がった。

（保育園）



０歳から１２歳までの子どもたちの

成長に携わる私たちが、共に考え、

なめらかな「虹の橋」をかけることが

できるよう幼保小の連携が更に前進す

ることを願って…

港北地区幼保小教育交流事業 実行委員会
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